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はじめに

研究所ご利用の皆様，日頃お世話になっています皆様方に2001年度の「研究所報

告」１５号をお届けいたします．

2001年は２１世紀最初の年としての位置付けだけでなく，国内では経済の構造改革

が進行しつつあり，既に４月には国立研究機関が独立法人化されて新たな歩みをは

じめています．大阪府でも新たな行財政計画が８月に出されました．我々の関係す

る産業分野では「創業促進｣，「新産業創出・育成」の支援を強く打ち出すと共に，

試験研究機関の地方独立法人化を目指すなど，研究所を取り巻く環境も変化しつつ

あります．このように研究所も社会の激動の中で，変化して行かねばなりませんが，

技術の変化は速いようでありながら，着実に変化する場合が多いものです．

本「研究所報告」ではこれまでに当所で培われてきた「加工技術と評価」に焦点

を当てて，「技術報告」を企画しました．「技術報告」はそれぞれの著者がこれまで

の指導相談をも含めた研究活動のなかで培った技術の中で，ある技術について要領

よくまとめてもらうことを目指した企画です．「もの作りの原点」は材料を加工す

ることから始まります．「薄膜加工｣，「レーザー加工｣，「金属粉末ラピッドプロト

タイピング」では特徴ある製品を作製することが出来ます．また，「金属加工での

残留応力の問題点｣，「金属材料の腐食試験」は信頼性の高い製品造りのための材料

評価法について述べています．

続いて「技術論文」は11編報告しています．それぞれ特徴ある研究，技術報告で

あり，今後の企業の皆さんの活動に役立てていただきたいと願っている報告です．

出来るだけ専門以外の人が分かるように著者には書いていただいた積もりです

が，分からない場合は遠慮なくご指摘いただければ幸いです．

平成１１年度から当所では客員研究員を招聡し，研究活動に携わっていただいてい

ます.本技術論文にはこれらの客員研究員２名が共著者として名前を連ねています．

これも研究所の新しい変化といえます．

所報で紹介できる成果の数は限られております．所員はそれぞれの研究成果を学

会への口頭発表や論文投稿をはじめ業界紙などへの解説論文等の掲載で公表してお

ります．これらの他誌掲載論文53編，所内研究発表会を含めた口頭発表214編の概

要一覧を最後にまとめておりますので，必要があれば所にお問い合わせ下さい．

年一回の発行でありますが，今後とも内容の充実に努めてまいりますので，是非

読者の皆様からのご意見．ご批判をいただければ幸いと存じます．

2001年９月

大阪府立産業技術総合研究所

情報編集･活用運営委員会




























































































































